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投稿規定

iMi文などの投稿は本'}会の会Llに限る。１１'し、ｊｌｉｌ可執aiY打には会１１以外の背を含む

ことができる。また紐染委口会が執籍を依揃iする場合は会ロ・Ｊ１:会１１をlM1わない。

１$(箸論文、総説、靴lli、評論、Y(科、笹riil2または図11｢紹介、会11からの手紙、そ

の他とする。投稿にあたっては|Ｘ分をIﾘhidする。すべての投稿１$(橘の採否は細集

委貝会が決定する。

Ｉ乳替論文および総I魂は未発衣のものとする。原著論文は独創的な`ｻﾞ:術研究および

独創的な敬行実践について、Fl10勘的にまとめたものとする。総iijtは一定の研究分

野について系統的に概観し、，{Ⅲ題の確理やiil2価・腱朝を伴っているものとする。

hj(箸論文および総説は複数の代1流脅による代読を縞染委貝会における掲叔決定の

Iiilに受けるものとする。

１京苔論文および総説には表題・聯什名・所楓・英文衣lul・英文将将培・英文DiIbi・

英文要約（300謡以内）・英文のキーワード（５謡以内、アルファベットM((）をつけ

ること。ljl(将論文および総説はMII)上がI)l2rr以内(Ｍ･40字401｢で約13枚、lX1・

炎・写典・英文の要約を含む）とする。

縦告は卜・lidのような1ﾉLl存のものとする。

(r)未だlib文にはならないがHlIliの価値があると判断されるもの．

２１実践のu旭録や111例:」

③既に発炎されたI徽文等に１１０述する実践側lllio

雛告は似散の査説荷による従硫を糧雄姿11会における掲紋決定のIMIに受けるもの

とする。

剛告には尖題・粁什粉・所ID(・英文友題・英文著稀粉英文Ⅳi楓をつける。

繊告はIIlllI1上がI)loll以内(Ａル４０字401tで約11枚、lxl・衣･TjU0Lを含む）とする。

IIi(藩iii文・総説・靴Iuiには識､IiしないがjWf苑、iMi1塊的な内存で掲叔にＩｉ１ｉするも

の。刷I）１２がI)８１fI以内（ル1..10字401｢で約９枚、lxl・表･写！`〔を含む）とする。

汽料は嘱塊教育にＩⅢ迎する↑Ni棚，MllI)化がI）８面以1A１（Ａ４．`10`;240行で約９枚、

図・衣・Tj8奥を含む）とする

機関紙の,iu1lについての感想、’jと会への焚削、身近のニュース、会風へのアナウ

ンスなどで、剛I）｜:がＩ）１Ⅲ〔以IAｌ（Ａ４．４０字40行で約１枚、lxl・衣・〃31'(を含

む）とする二

l）投稿行の資Hｆ

２）投棡の区分

3)鯲鶴jli
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Ｉ５）評

６）満 科

７）会Ｕからの手紙
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特集：時宜にⅡ|･ったテーマを依緬原稿として複数染めたもので、縞梨委jZl会で企画する。

その他：以上の秘緬に該当しないが、会の活動にllU係あるもの。

原稿の１１ﾄﾞき方：

①原稿は横書きとする。原稿の便)n百語は、日本語または英語とする。

②原則としてワードプロセッサーで作成し、Ａ４判で１頁は40字40行とする。

③文体は‐である￣調とし、原則として当111漢字、新仮名づかいを用いる。

④英数字（アラビア数字）は半角文字を用いる。

⑤学術川語は文部街の学術111語桀を参考とする。生物の学名はイタリックとする。

⑥本文rljでの文献の引用はり|川箇所に（著者渦発表年）を記入する。また、「注」をH1いる場合は、

その箇所の右)Ｆ１に１）のように通し番号を記し、本文の最後にまとめて記職する。

⑦引用文献の配列ⅡⅡ序は著者名でアルファベットIHIとし、下記の形式に従い記紋する。

雑誌の場合：著者名，年，表題：M1j題，雑瀧満，巻号：ページ．

単行本の場合：藩著名，イI:，表題，諜名（細者名)，ページ数，発行所，発行地．

その他、股新号のりljIl例を参考にしてください。

③図・表は原稿本文とは別に１枚ずつ作成し、図はそのまま写典製版して印刷できるようにIUlllmに

響く。図中の文字は指定の大ききに縮小しても明瞭に判読できるよう配Ｍ１して書く。原稿本文の

余白に、およそのjili入位'１Mと大きさを指定する。

投稿：元原稿１部とコピー２部のi１１３部および学会誌巻末の原稿送り状を縞jlL委貝会事

務局へ提１１Iする。

校正：軒者校正は初校のみとし、Ｗ『枕以降は縞染委貝会の責任において行う。

別刷：lji(箸論文、総説、報告、評論、資料、１１１:評または図替紹介の著者が別刷を必要と

する場合は．初校時にIllし出る。その災ＭＩＩは著新が負担する。

著作椎：掲赦された織文等の務作樋はＨ本環境教育学会に属する。

Ⅲi(穂の返却：投稿原稿は原則として返却しない。ただし、Ｉｌｌし出があれば図版に限り返却する。

記）1997年７月５Ⅱ改訂、1999年９jl11H改訂

記）縞染委員会?１１務局

〒3808544長野市imi災野６偏州大学教育学部渡辺隆一気付

Ｈ本環境救育学会緬染委貝会

ＴＥＬ＆FAXO26-238P410I
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